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■ 会 長 報 告           伊藤 彰彦君 

皆さん、こんにち

は。本日は渡辺幹

事に替わり竹田副

幹事が司会を進め

てくれています。

考えてみると、私

もこのロータリー

に入って 23 年ほどになりますが、メーキャップ

をせず、このクラブへの出席だけで 100％を達成

するのは初めてです。次回の最終夜間例会に参

加することが条件ですが・・・。ですから体調

管理には注意して次回の最終夜間例会に参加し

たいと思います。 

 さて、いつもですと事前に会長挨拶を作成し

てから例会に臨んでいましたが、本日は挨拶を

考える暇なく出席をしてしまいましたので、話

の中身は何も考えておりません。逆に文章に忠

実に話す義務がなく気楽な面もありますが、あ

とで原稿書くのが覚えていられるか一抹の不安

があります。会報の中身と違っても目をつむっ

てください。 

 会長報告は特にありませんが、これで終わっ

てしまうと、会員卓話の方が時間が余ってしま

うと思いますので、一つだけ今週火曜日に新聞

に取り上げられた最高裁判所の判決についてお

話しさせていただきます。 

 皆さんの会社は労災保険に加入して、保険料

の全額を企業として支払っていると思います。

実は、この裁判ではＳ大学の職員が頚腕症候群

という疾病で労災認定を受け、休業をしていま

した。労働基準法第 19条では、労災で休業中及

びその後 30 日間は労働者を解雇してはいけない 

ことになっています。ただ、例外として労働基

準法第 81条に定める打切り補償 1200 日分（3年

経過が条件ですが）を支払えば解雇できると定

めがあります。大学はこの規程を理由に 3年経

過後に打切り補償を 1600 万以上支払った上でこ

の労働者を解雇したところ不当解雇として訴え

られたという裁判です。第 1審の東京地裁も第 2

審の東京高裁も労働者の訴えを認め解雇無効と

しました。その理由は、労働基準法第 19 条第 1

項但し書きによる解雇が有効になる為には、会

社が労働基準法第 75 条による療養補償を支払っ

ていることが前提であるが、あくまでも労働者

災害補償保険法からの療養補償給付では許され

ないという解釈でした。それが、今回の最高裁

で、たとえ労災からの給付であっても、この打

切り補償は有効であると判断した、或る面当た

り前の判決がでたと思ってください。でも、当

たり前と思いたい判決を得るために最高裁まで

争わなければならなかった大学側の負担は大き

かったと思います。 

以上で、本日の会長挨拶とさせていただきま

す。 

■ 出 席 報 告           富澤 賢一君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

38／45 84.44％ 39／45 86.66％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○富澤静君 ○中村君 ○渡辺君 池谷君 

植田君 川口君 佐野芳君 

(２)メークアップ者  

渡辺 哲朗君（榛南） 内山 淑夫君（静岡北） 
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■ ビ ジ タ ー                      

萩原 寛一君（島田） 

■ スマイル B O X           富澤 賢一君 

・妻の誕生プレゼントありがとうございました。     

             竹田 敏和君 

・結婚記念品有り難うございました。今年の

品、お米セットは良いアイデアでした。 

伴野 正明君 

・忘れていた妻の誕生日を知らせていただきま

した。お祝いありがとうございました。 

梅島 純夫君 

スマイル累計額  ５５３，１５０円 

■ 会 員 卓 話                   

 

 

富澤 賢一君 

 

 

 

 

本日はプロ野球の現状とあるチームについて話

をさせて頂きます。 

プロ野球の球団はセ・リーグ、パ・リーグに分か

れており全１２球団あり、その１２球団の中でも

私は、関西に拠点を置く阪神タイガースをこよな

く愛し応援しています。 

日本国内でプロ野球を統括している「日本プロ野

球機構」では、将来的に１２球団を新潟、静岡、 

四国、沖縄を候補地として１６球団にしたいとい

う意見も依然ありましたが、その後どうなってい

るかは不明です。プロ野球球団の年間平均予算は

４０～６０億といわれ、その内年棒総額は２０～

３０億と言われていますから、なかなか１６球団

にするのも、ちょっとやそっとでは運営できる金

額でないことは一目瞭然ですので素人目にも難

しいように思えます。 

今年３月開幕時、阪神の１軍レギュラーメンバー

１番から９番の年棒総額は約１４億でした。 

対して、巨人の開幕１軍は３８億と言われていま

す。 

これは、阿部と杉内がバッテリーを組んだとして

の合計ですので若干違いはありますが、この二人

で 

年棒１０億以上ですから、さすがと言わざるを得

ません。 

昨年ヤンキーと契約をしたマー君、こと田中将大

は７年契約をし契約金１６１億、初年度の年棒は

２２億だそうで、巨人、ソフトバンクを別とした

他球団ですと、マー君ひとりの年棒で一球団のス

タメン選手がまかなえてしまうのが今の日本の

プロ野球の現実です。 

 

阪神タイガースというチームについて話しを戻

します。 

阪神タイガースは１２球団あるプロ野球チーム

の中で、関西に本拠地を置く２球団のうちの１つ

で、兵庫県の西宮市にある阪神甲子園球場を本拠

地に置いてます。 

球団の歴史は古く、１９３５年に大阪タイガース

として発足し、１９４０年に現在のチーム名に改

称しました。現在のプロ野球チームでは、巨人に

次いで２番目に古い歴史のある球団です。 

何で阪神ファンなの？ということをよく聞かれ

るのですが、私が阪神ファンになったきっかけの

前に「なんで阪神ファンなのか」というお題を猛

虎会という阪神私設応援団がアンケートを取っ

た結果を紹介します。最も多かった意見は、「家族

の影響」で半数近くに及んだ。父親がタイガース

ファンであるとか、親がテレビで見ていたなどの

意見が多いです。その一方で、「アンチ巨人」「家

族がアンチ巨人」との意見もあり、巨人という存

在がタイガースファンになるきっかけを生むこ

ともあるようです。 

ほかにも「地元」「関西出身」「自然と阪神ファン」

「気がついたら甲子園にいた」「テレビ放送が多

い」、ファンになりたての人で「星野監督で優勝し

たことをきっかけに」という意見もあるようです。 

「テレビの放送が多い」と言う回答は静岡では殆

どないですが、関西では、サンテレビという放送

局があり、その局では、甲子園で開催される阪神

戦はプレイボールからゲーム終了まで次にどん

な番組が控えていても延長し最後まで中継する

ためそんな回答があるようで、個人的には羨まし

く感じてしまいます。 

 

タイガースは何とも不思議なチームで、決してジ

ャイアンツのようにＡクラスにいるのが当たり

前のチームではないのに人気は絶大なものがあ

ります。 

「サッカーでいえば、浦和レッズの様な熱狂的な
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ファンが多くいるチームだと思います。」 

過去には優勝も見ましたがその何倍か最下位も

見ました。 

強い時もあったけど、だいたいは弱い時代の方が

長かったように思えます。 

ある選手の入団時会見。 

２０１０、１１年と阪神選手会長を、その後２０

１２年に野手のキャプテンをし、２０１３年から

現在までチームキャプテンを務めている鳥谷敬

３３歳。東京都出身で早稲田大学時代に巨人をは

じめ西武、横浜等複数の球団からオファーがあり

ましたが、２００３年ドラフト自由獲得枠で阪神

タイガースへ入団したのですが、その時の入団会

見で、彼は、お金で自分の将来を決めたくないし、

そんな男だと思われたくない。天然芝の球場でプ

レーすることを希望し阪神へ入団しました。 

そんな会見をみてカッコイイなと思ったことを

今でも覚えています。 

 

「何で阪神なの」「なぜ応援しているの」という問

いに答えることは簡単でなくとても難しいです

が、 

ビジターと言われる他球場もいいですが、やはり

阪神甲子園球場で見るゲームは格別で、応援して

勝ったなら「よし、明日も勝つ」と応援する気に

なり、仮に負けても「さあ、明日こそは勝つ」と

次の試合を応援する。というサイクル的なものが

タイガースファンの体に染みついているきがし

ます。 

結論を一言で言うならば「タイガースが好きだか

ら」となります。 

是非一度甲子園のレフトスタンド若しくは１塁

側アルプス席で観戦してみてください。 

球場に足を運び周りの人たちと一緒になって大

きな声で応援していると、小さな悩みなんて吹き

飛んでしまう、ストレスも発散できますので、ぜ

ひ球場へ足を運んでください。 

現在の阪神には、掛布、岡田、バースと言ったよ

うに誰もが知っているスター選手はいませんが、

打線の繋ぎ、先発、中継ぎ、クローザーの投手陣

の繋ぎを見ると魅力が満載なスポーツだと思い

ます。 

最近野球に限らず何を考えてもたどりつくので

すが、この繋ぎ、繋がりがすべての基本ではと思

っています。野球もつながり、人間関係もつなが

り、音楽もリズムのつながり、メロディーのつな

がり、演奏者とリスナーのつながり…。 

ＲＣクラブに入会し色々なつながりも増えてい

ますが、これからの貴重な繋がりを大切にしてい

きたいと改めて思いました。 

 

 

 

 

  望月 誠君 

 

 

 

 

口腔の２大疾患は、虫歯と歯周疾患であります。

これらの原因は、共に多くの口腔内の細菌が関与

しております。近年、若年者の虫歯の減少傾向が

みられますが、特に、幼児の虫歯の減少は良いこ

とに著しくみられます。しかし、高齢者の虫歯は

みられます。これは、咬合面の虫歯ではなく、歯

の周囲の虫歯の増加がみられます。 

統計によりますと３５歳で、８０％以上の人が歯

周病に罹患しております。これは、３５歳で歯周

疾患に罹患するのではなく、１０歳代から少しず

つ進行しているのです。いわゆる慢性疾患であり、

そして２０年の歳月をかけて歯肉にゆっくりと

炎症を及ぼしていくのです。 

 初めは、歯ブラシ時の少し歯肉からの出血をす

るような症状であり、あまり違和感を感じません。

そのうちに、歯がグラグラがみられるときには、

残念ながらかなり歯周病が進行している状況で

あります。 

歯周病は口腔に影響を及ぼすだけではなく、全身

との影響があります。 

①心疾患との関係、動脈硬化症に起因する心疾

患、脳疾患は、死亡率が２～３位であります。頸

動脈や冠動脈に好発する粥状動脈硬化症から歯

周病菌が検出されております。このメカニズムは、

歯周病菌は歯肉のポケットに生息しておりこれ

が歯肉からの毛細血管をかいして血流にのって

いき全身に歯周病菌がとんで行くのであります。 

②糖尿病との関係、歯周病は、糖尿病の第６の

合併症といわれております。糖尿病は、Ⅰ型．Ⅱ

型とあります。Ⅰ型の糖尿病は膵臓のランゲルハ

ンス島のβ細胞が破壊され、インシュリンの分泌

が枯渇する疾患で、Ⅱ型は、膵臓からのインシュ

リンの分泌が減少するのであります。糖尿病の患

者さんは、好中球の機能異常から歯周病に感染し

やすいといわれております。これは、歯周病菌に
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対する生体の免疫細胞の機能低下やコラーゲン

代謝異常により、このことが、歯周病を悪化させ

る一因といわれております。 

③呼吸器疾患との関係、肺炎の死亡率は第４位

をしめており、６５歳以上の高齢者の９割が肺炎

で死亡しております。このなかで上位を占めてい

るのが、誤嚥性肺炎であります。誤嚥性肺炎とは、

本来食べ物を咀皭して口腔から食道にいき消化

されていきますが、本来入るべきでない気管に入

りそのため肺炎になるのであります。 

④早産、低体重児早産との関係、妊婦の口腔内

環境は歯周病菌が繁殖しやすい状態になり、女性

ホルモンの関与があります。これより妊娠性歯肉

炎などが口腔内の環境を悪化させます。又早産の

患者さんの羊水から歯周病菌が検出され、これが

子宮の収縮を促進させる原因の１つとされる報

告があります。 

⑤また、近年の学会の発表では、歯周病菌が大

腸癌を発生する原因の１つとして歯周病菌（フゾ

バクテリウムニュークレアタム）の関連性も報告

されております。 

日頃のケアーで撃退しよう。 

１）毎日の歯ブラシは丁寧に歯垢を取り除くこと

が大切であります。ただし、磨いていると、磨け

ているとは違いますので、歯科医院でしっかりと

した歯ブラシの指導を受けてください。 

２）歯垢を取り残して放っておくと、唾液との作

用で歯石になります。このような状況では、日頃

の歯ブラシで除去することは、不可能であり、超

音波スケーラという機械を使用しなければなり

ません。だいたい６ヵ月に一度の定期健診に歯科

医院に足を運んで頂きたいと考えております。 

３）歯周病は、初期のうちなら完治が可能といわ

れております。初期のうちで治療を受ければ患者

さんにおいても大きな負担がありません。歯周病

の進行したケースにおいては、歯周外科治療など

をしなければならないことがあります。また、残

念ながら歯を抜かなければならないことになり

ます。繰り返しますが、やはり定期健診が非常に

大切ではないかと考えております。 
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7/3（金） 
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7/10（金） 
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２５周年 

実行委員会① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／飯田君) 


